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千田　誠也くん

直広さん・明日香さん
2月23日生　入1区

（せいや）

佐藤　　修くん

正記さん・真奈美さん
2月22日生　虻6区

（しゅう）

乾　　真緒ちゃん

真寿さん・江美子さん
2月11日生　成香

（まお）

高橋　佑奈ちゃん

伸幸さん・一美さん
2月22日生　虻3区

（ゆうな）

荒木　瑠泉くん

慈孝さん・真沙美さん
2月12日生　温3区

（るい）

林　　美妃ちゃん

徳昭さん・理恵子さん
2月6日生　洞第6

（みき）



洞爺村国際彫刻ビエンナーレ2007

本格的な準備を開始

洞爺村国際彫刻ビエンナーレ2007

本格的な準備を開始

洞爺村国際彫刻ビエンナーレ2007

本格的な準備を開始

企
画
50
人
委
員
会
初
会
合

復
興
感
謝
祭
開
く

有
珠
山
噴
火
か
ら
７
周
年

ホタテの稚貝をつめる地元住民 「フライングインザボックス」
2005優秀賞作品

2005大賞作品 「トラベラーワールド」
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２
０
０
５
準
大
賞
作
品

�

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
リ
バ
テ
ィ
」

ホタテの稚貝をつめる地元住民 「フライングインザボックス」
2005優秀賞作品

2005大賞作品 「トラベラーワールド」

�

２
０
０
５
準
大
賞
作
品

�

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
リ
バ
テ
ィ
」

　
　
洞
爺
村
で
２
年
に
一
度
開
か
れ

　
　
て
き
た
住
民
手
づ
く
り
の
国
際

的
彫
刻
展
が
、
合
併
し
て
初
め
て 

「
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
０
７
」（
同
実
施
委
員
会
主
催
） 

と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
４
月
３
日
に
は
、
準
備
ス
タ

ッ
フ
と
な
る
企
画
50
人
委
員
会
の
初

会
合
が
開
か
れ
、
本
格
的
な
準
備
に

入
り
ま
し
た
。 

　
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
は
、
イ
タ
リ
ア

語
で
「
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
国

際
的
美
術
展
」
の
こ
と
。 

『
手
の
ひ
ら
の
宇
宙
』
を
テ
ー
マ
と

し
た
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
は
、
応
募
作
品
の
サ
イ
ズ
が
手
の

ひ
ら
サ
イ
ズ
の
「
20
㎝
×
30
㎝
×
40

㎝
」
以
内
の
日
本
初
の
小
型
彫
刻
展

と
し
て
始
め
ら
れ
、
前
回
の
開
催
で

は
、
世
界
62
カ
国
か
ら
６
０
０
点
も

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
住
民
有
志
で
結
成
さ
れ
た
企
画
50

人
委
員
会
に
は
、
91
人
が
参
加
。
初

会
合
で
は
、
約
40
人
が
出
席
し
て
、 

新
町
と
な
っ
て
初
め
て
と
言
う
事
で
、 

最
初
に
事
業
全
体
の
概
要
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
。 

　
東
京
で
の
第
１
次
審
査
と
当
町
で

の
第
２
次
審
査
を
経
て
、
９
月
22
日

か
ら
10
月
21
日
の
期
間
、
洞
爺
総
合

セ
ン
タ
ー
で
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ

と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。 
　
ま
た
事
業
部
会
と
普
及
部
会
の
二

部
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
決
め
ま
し
た
。 

旧

　
　
珠
山
噴
火
か
ら
７
周
年
目
を
迎

　
　
え
、
恒
例
の
有
珠
山
噴
火
メ
モ

リ
ア
ル
２
０
０
７
感
謝
祭
（
同
メ
モ

リ
ア
ル
委
員
会
主
催
）
が 

３
月
31

日
か
ら
２
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
は
、
午
後
１
時
７
分
に
サ
イ

レ
ン
が
鳴
ら
さ
れ
、
夜
に
は
、
全
国

か
ら
の
支
援
に
感
謝
す
る
ア
イ
ス
キ

ャ
ン
ド
ル
約
１
、
０
０
０
個
が
、
各

ホ
テ
ル
前
や
街
路
に
並
べ
ら
れ
、
夜

の
温
泉
街
を
彩
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
「
一
店
一
品
半
額
セ
ー
ル
」 

が
、
町
内
の
商
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
85

店
が
参
加
し
て
、
30
日
に
本
町
地
区
、 

４
月
１
日
は
、
温
泉
地
区
と
洞
爺
地

区
で
行
わ
れ
、
開
店
か
ら
２
時
間
ほ

ど
で
商
品
が
売
切
れ
る
人
気
店
も
出

ま
し
た
。 
　
ま
た
１
日
は
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

　
組
織
体
制
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

　
統 

括 

部 

長
　
蓮
　
井
　
　
　
勇

　
事
業
部
会
長
　
蓮
　
井
　
　
　
勇

　
副 

部 

会 

長
　
青
　
木
　
佐
智
子

　
普
及
部
会
長
　
山
　
口
　
　
　
悟

　
副 

部 

会 

長
　
佐
　
長
　
邦
　
愛

タ
ー
前
で
、
地
場
産
品
の
格
安
販
売

も
実
施
。
観
光
客
や
地
元
住
民
が
訪

れ
、
２
０
０
円
の
ホ
タ
テ
稚
貝
の
つ

め
放
題
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。 

有



の顔ぶれ決まる

併
後
初
め
て
選
挙
と
な
っ
た
洞

爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

が
、
４
月
22
日
に
行
わ
れ
、
新
町
の

町
づ
く
り
を
す
す
め
る
町
民
代
表
18

人
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
虻
田
選
挙
区
の
定
数
が

12
人
の
と
こ
ろ
16
人
、
洞
爺
選
挙
区

は
定
数
６
人
の
と
こ
ろ
７
人
が
立
候

補
し
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
地
区
選
挙
の
開
票
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

4

の顔ぶれ決まる
町民代表18人

合

得票数

４４８

２３７

１９６

３３４

５２４

４５４

４２８

２１２

５０３

３４７

６９１

４１７

３８１

４７１

３１７

１４

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

得票数

１２８

１６０

１９９

１５５

２２５

２４１

１３９

年齢

61

68

55

68

62

61

67

党派

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

氏　　　名

高　橋　利　典

鍛治川　忠　志

五十嵐　篤　雄

横　山　明　男

佐々木　良　一

大　西　　　浩

清　本　博　三

年齢

67

56

76

63

53

74

70

62

58

63

62

50

49

49

68

58

党派

無所属

日本共産党

無所属

無所属

公明党

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

日本共産党

公明党

無所属

無所属

氏　　　名

篠　原　　　功

中　村　千世子

嵯　峨　立　弥

小　松　　　晃

七　戸　輝　彦

朝　倉　英　隆

森　　　和　雄

沼　田　松　夫

宮　田　敏　夫

藤　澤　二三夫

越前谷　邦　夫

千　葉　　　薫

立　野　広　志

板　垣　正　人

松　井　保　明

佐々木　勝　敏

３,４３４

４,１０８

７,５４２

男

女

計

２,６９２

３,３２４

６,０１６

７８.３９

８０.９２

７９.７７

当日の
有権者数

投票者数 投票率

（単位：人、％）

（届出順）

（届出順）

〈洞爺地区〉

●洞爺湖町議会議員虻田選挙区の選挙結果

７００

７８１

１,４８１

男

女

計

６０４

６５６

１,２６０

８６.２９

８３.９９

８５.０８

当日の
有権者数

投票者数 投票率

（単位：人、％）

●洞爺湖町議会議員洞爺選挙区の選挙結果

〈虻田地区〉



洞爺湖町議会議員

5

洞爺湖町議会議員
町づくり

横山　明男議員佐々木良一議員清本　博三議員

鍛治川忠志議員

大西　　浩議員 五十嵐篤雄議員

森　　和雄議員宮田　敏夫議員

松井　保明議員

藤澤二三夫議員千葉　　薫議員

立野　広志議員

篠原　　功議員七戸　輝彦議員 小松　　晃議員

越前谷邦夫議員

板垣　正人議員

朝倉　英隆議員

虻
田
選
挙
区

洞
爺
選
挙
区

町議会
議員の
顔ぶれ
(届出順)



ター･火山科学館完成ター･火山科学館完成ター･火山科学館完成
……有珠山の驚異を感じる

５
月
14
日
本
格
オ
ー
プ
ン

火山科学館
▼有珠山の火山活動

▲シアター 「有珠山」

大きな被害を与えた1977年有珠山噴火と2000年有珠
山噴火の様子を、当時のまま保存されています。実物資
料展示や体感装置でわかりやすく演出しています。 

様々な角度に設置された３面マルチスクリーンが映し出
す有珠山噴火。2000年有珠山噴火を中心に、有珠山の
特徴と噴火の状況を迫力の映像と音響で伝えます。 

　
　
温
泉
小
学
校
の
跡
地
に 

「
洞

　
　
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」 

と「
火
山
科
学
館
」が
完
成
し
、 

５

月
14
日
に
本
格
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、 

道
内
で
は
８

ヵ
所
目
で
、 

木
造
２
階
建
て
延
べ

１
、 
４
７
１
㎡
。 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
全
国
一
の
広
さ
を

誇
り
ま
す
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、 

支
笏
湖
洞
爺

国
立
公
園
の
う
ち
、 
支
笏
湖
と
同

様
に
最
北
の
不
凍
湖
と
し
て
知
ら

れ
る
洞
爺
湖
と
、 

活
発
な
火
山
活

動
を
続
け
る
有
珠
山
、 

そ
し
て
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
進
む
洞

爺
湖
周
辺
地
域
を
対
象
に
、 

地
域

の
自
然
と
自
然
に
親
し
む
た
め
に

必
要
な
情
報
の
提
供
や
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
建
物
は
、 

床
一
面
に
洞
爺
湖
周

辺
を
撮
影
し
た
航
空
写
真
を
敷
き

詰
め
、 

森
の
標
本
箱
、 

フ
ィ
ー
ル

ド
情
報
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、 

洞
爺
湖
周
辺
の
動
植
物
に
つ
い
て
、 

標
本
や
ジ
オ
ラ
マ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

　
火
山
科
学
館
は
、
中
央
バ
ス
セ

ン
タ
ー
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
移
転
し
同
セ
ン
タ
ー
と

棟
続
き
に
な
り
、
内
容
も
一
新
し

ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
の
シ
ア
タ
ー
有
珠
山
は
、 

３
面
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
有
珠
山
噴

火
を
迫
力
あ
る
映
像
と
音
響
で
伝

え
ま
す
。 

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
入
場
無

料
。
火
山
科
学
館
は
協
力
金
と
し

て
、
大
人
６
０
０
円
、
小
人
３
０

０
円
（
15
人
以
上
は
10
％
引
き
）
。

問
合
せ
先
は
、
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
・
科
学
館 

（
　
75
―
２

５
５
５
）
へ
。 

［
若
狭
洋
市
洞
爺
湖
温
泉

　 

　
　
　
観
光
協
会
会
長
の
話
］

　
日
本
で
一
番
大
き
な
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
こ
れ
で
屋

内
と
屋
外
の
両
方
で
生
き
た
火
山

学
習
の
場
が
で
き
た
。 

　
今
後
、
修
学
旅
行
生
を
含
め
て
、 

こ
れ
を
起
爆
剤
に
し
て
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。 

旧　　
温
泉
小
学
校
の
跡
地
に 

「
洞

　
　
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」 

と「
火
山
科
学
館
」が
完
成
し
、 

５

月
14
日
に
本
格
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、 

道
内
で
は
８

ヵ
所
目
で
、 

木
造
２
階
建
て
延
べ

１
、 
４
７
１
㎡
。 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
全
国
一
の
広
さ
を

誇
り
ま
す
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、 

支
笏
湖
洞
爺

国
立
公
園
の
う
ち
、 
支
笏
湖
と
同

様
に
最
北
の
不
凍
湖
と
し
て
知
ら

れ
る
洞
爺
湖
と
、 

活
発
な
火
山
活

動
を
続
け
る
有
珠
山
、 

そ
し
て
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
進
む
洞

爺
湖
周
辺
地
域
を
対
象
に
、 

地
域

の
自
然
と
自
然
に
親
し
む
た
め
に

必
要
な
情
報
の
提
供
や
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
建
物
は
、 

床
一
面
に
洞
爺
湖
周

辺
を
撮
影
し
た
航
空
写
真
を
敷
き

詰
め
、 

森
の
標
本
箱
、 

フ
ィ
ー
ル

ド
情
報
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、 

洞
爺
湖
周
辺
の
動
植
物
に
つ
い
て
、 

標
本
や
ジ
オ
ラ
マ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

　
火
山
科
学
館
は
、
中
央
バ
ス
セ

ン
タ
ー
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
移
転
し
同
セ
ン
タ
ー
と

棟
続
き
に
な
り
、
内
容
も
一
新
し

ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
の
シ
ア
タ
ー
有
珠
山
は
、 

３
面
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
有
珠
山
噴

火
を
迫
力
あ
る
映
像
と
音
響
で
伝

え
ま
す
。 

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
入
場
無

料
。
火
山
科
学
館
は
協
力
金
と
し

て
、
大
人
６
０
０
円
、
小
人
３
０

０
円
（
15
人
以
上
は
10
％
引
き
）
。

問
合
せ
先
は
、
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
・
科
学
館 

（
　
75
―
２

５
５
５
）
へ
。 

［
若
狭
洋
市
洞
爺
湖
温
泉

　 

　
　
　
観
光
協
会
会
長
の
話
］

　
日
本
で
一
番
大
き
な
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
こ
れ
で
屋

内
と
屋
外
の
両
方
で
生
き
た
火
山

学
習
の
場
が
で
き
た
。 

　
今
後
、
修
学
旅
行
生
を
含
め
て
、 

こ
れ
を
起
爆
剤
に
し
て
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。 

旧



▲森の標本箱

観察ポイント▲

洞爺湖周辺で観察できる動植物を解
説パネルや実物標本、 ジオラマなど
で紹介しています。 

洞爺湖周辺の空撮写真が床一面に広がり、 
その上に立つ７基のポストが洞爺湖周辺の
観察ポイントを案内します。 

▲フィールド情報
洞爺湖周辺の自然を楽しむための心
得やフィールドでの注意事項を紹介
しています。 

▲湖のしくみ
壁面では、洞爺湖生成の特徴やここ
に生息する動植物などの情報を提供
しています。 

洞爺湖ビジターセンタ洞爺湖ビジターセンタ洞爺湖ビジターセンタ
洞爺湖の自然に触れる……

洞爺湖ビジターセンター
洞爺湖の巨大空撮写真を中心に、 洞爺湖周辺の観察情

報、 有珠山の自然史、 周辺に生息する動植物を紹介。 

　イメージグラフィック「噴火」
来館者を迎える2000年有珠山噴火の噴煙。 
ビジターセンターでは有珠山の自然史や火
山活動を紹介してくれます。 



　平成19年度の住民税納税通知書の発布時期が間近となりました。
今月は給与所得者のうち特別徴収者（特別徴収義務者である事業所を
経由）の方へ、来月は年金受給者や個人事業者などの普通徴収者の方
へ通知書が送付されます。
昨年末の広報12月号でもお知らせいたしましたが、平成19年から税
源移譲により、所得税と住民税の税率が変わっております。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

所
所
得
税
の
一
部
が
住
民
税
へ
移

さ
れ
ま
す
。
住
民
税
の
税
率
が

3
段
階
か
ら
一
律
10
％
に
、
ま
た
、

所
得
税
の
税
率
も
4
段
階
か
ら
6
段

階
に
変
わ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
所
得
を
超

え
る
高
額
所
得
者
を
除
い
て
、
ほ
と

ん
ど
の
方
は
、
住
民
税
が
増
え
ま
す

が
、
そ
の
分
所
得
税
が
減
り
ま
す
の

で
、
『
所
得
税
＋
住
民
税
』
の
全
体

の
負
担
額
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

※
　
定
率
減
税
や
老
年
者
非
課
税
措

置
の
段
階
的
な
廃
止
等
に
よ
り
、
そ

れ
ら
に
相
当
す
る
税
額
分
に
限
り
負

担
増
と
な
り
ま
す
。

　
給
与
所
得
者
の
方
ま
た
は
年
金
受

給
者
等 (

65
歳
以
上)

の
方
の
収
入
の

区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
事
業
者
の
方
に
つ
い

て
は
、
年
度
間
で
の
所
得
の
変
動
に

よ
り
、
18
年
度(

分)

と
19
年
度(

分)

の

対
比
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
今
回
は

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
せ
ん
。
詳
し
い

こ
と
を
聞
き
た
い
方
は
、
税
務
財
政

課
（
☎
74
｜
3
0
0
3
）
へ
。

住民税と所得税の税率（速算表）♢住民税

♢所得税

※課税所得金額とは、総所得金額から所得控除額を差し引いた金額です。

課税所得金額

課税所得金額

200万円以下 3％

195万円以下 10％ 5％

10％　－97,500円

20％　－427,500円

23％　－636,000円

33％　－1,536,000円

20％　－330,000円

30％　－1,230,000円

40％　－2,796,000円37％　－2,490,000円

2％
6％ 4％8％200万円超

700万円超

700万円以下

330万円超
695万円以下

195万円超
330万円以下

695万円超
900万円以下

900万円超
1,800万円以下

1,800万円超

－10万円

10％
－24万円

3％
－7万円

平成18年度以前

平成18年度以前 平成19年度以後

住 民 税 道 民 税 住 民 税 道 民 税
平成19年度以後

8

モデルケース

住民税 円

・定率減税

・定率減税
所得税

合 計

196,000 住民税 円

円

293,500

円
円

263,000 所得税 165,500

円418,000

円14,700△

△

円 合 計 円459,000円

26,300

平成18年 平成19年

国から
地方へ



   

    

　
定
率
減
税
と
は
、
税
額
か
ら
一

定
の
額
を
控
除
す
る
措
置
で
す
。 

　
こ
の
額
は
、
17
年
度
分
ま
で
は

所
得
割
額
の
15
％
相
当
額
（
上
限

額
４
万
円
）
、
18
年
度
分
は
所
得

割
額
の
７
・
５
％
相
当
額
（
上
限

額
２
万
円
）
と
半
額
に
圧
縮
さ
れ

ま
し
た
が
、
19
年
度
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
す
。 

 

    

　
１
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
２
４
５
万
円
）

以
下
の
方
へ
の
住
民
税
を
非
課
税
と

す
る
老
年
者
非
課
税
措
置
が
、18
年
度

か
ら
既
に
廃
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、経
過
措
置
と
し
て
、平
成

17
年
１
月
１
日
現
在
65
歳
に
達
し
て

い
る
人
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
、
18
年
度
は
税
額
の
３
分
の
１
が

課
税
さ
れ
ま
し
た
が
、
19
年
度
は
税

額
の
３
分
の
２
が
、
20
年
度
以
後
は

そ
の
全
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

定
率
減
税
の 

段
階
的
な
廃
止 

①
給
与
所
得
者 

　（
単
身
世
帯
） 

②
給
与
所
得
者 

　
（
夫
婦
＋
子
２
人（
子
の
う
ち 

　
　
１
人
は
特
定
扶
養
親
族
）世
帯
） 

③年金受給者 
　（平成17年1月1日現在65歳以上、単身世帯） 

年金 

収入 

175万円 

18年度(分) 19年度(分) 増　減 

200万円 

250万円 

300万円 

400万円 

14,100円 

38,600円 

116,800円 

180,300円 

289,200円 

17,600円 

44,800円 

128,300円 

198,100円 

318,000円 

3,500円 

6,200円 

11,500円 

17,800円 

28,800円 

『住民税＋所得税』合計額 

『住民税＋所得税』合計額 

18年度(分) 19年度(分) 増　減 
給与収入 

300万円 

500万円 

700万円 

175,200円 

386,900円 

717,600円 

192,500円 

425,000円 

785,000円 

17,300円 

38,100円 

67,400円 

『住民税＋所得税』合計額 

18年度(分) 19年度(分) 増　減 
給与収入 

300万円 

500万円 

700万円 

12,300円 

181,400円 

422,000円 

13,000円 

199,000円 

463,000円 

700円 

17,600円 

41,000円 

④年金受給者 
　（平成17年1月1日現在65歳以上、夫婦2人世帯） 

年金 

収入 

200万円 

18年度(分) 19年度(分) 増　減 

250万円 

300万円 

400万円 

500万円 

0円 

65,000円 

128,500円 

232,900円 

363,700円 

0円 

71,200円 

141,000円 

255,900円 

399,500円 

0円 

6,200円 

12,500円 

23,000円 

35,800円 

『住民税＋所得税』合計額 

老
年
者
非
課
税
措
置
の 

段
階
的
な
廃
止 

定率減税の年度別の比較 
平成19年度 

平成19年分 

平成18年度 

平成18年分 

7.5％ 

20,000円 

10％ 

125,000円 

15％ 控除率 

上限額 

控除率 

上限額 

40,000円 

20％ 

250,000円 

平成17年度以前 

平成17年分以前 
定率減税 

廃　止 

住
民
税 

所
得
税 

※
　
平
成
18
年
度
　
の
住
民
税
と
所

得
税
の
合
計
額
に
比
べ
て
、
平
成
19

年
度
　
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
定

率
減
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。 

※
　
一
定
の
社
会
保
険
料
控
除
（
社

会
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
等
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

  
(分)

(分)

9



観
光客
へのおもてな

し観
光客
へのおもてな

し春の町内一斉清掃実施春の町内一斉清掃実施
　
　�

格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

　
　
し
て
、
町
内
の
清
掃
活
動
が
、 

各
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
家
の
回

り
、
幹
線
道
路
や
洞
爺
湖
湖
畔
な
ど

の
ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
、
観

光
客
を
迎
い
入
れ
る
体
制
を
整
え
ま

し
た
。 

　
４
月
15
日
に
は
（
日
）
、
虻
田
地
区

衛
生
協
会
（
沼
田
光
博
会
長
）
の
呼

び
か
け
で
、
虻
田
地
区
の
自
治
会
が
、 

雪
の
降
る
寒
い
中
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 
　
ま
た
、
洞
爺
地
区
で
も
４
月
25
日

（
水
）
自
治
会
が
中
心
と
な
り
、
早
朝

に
町
内
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。 

　
４
月
17
日
に
も
虻
田
高
校
の
商
業

科
２
、
３
年
生
約
30
人
が
、
洞
爺
湖

温
泉
の
清
掃
活
動
を
行
い
、
温
泉
街

の
美
化
に
一
役
買
い
ま
し
た
。 

　
同
校
で
は
、
観
光
一
般
と
い
う
授

業
が
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、 

「
景
観
作
り
の
役
に
立
ち
た
い
」 

と

始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
、

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
初
日
に
は
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
Ｆ
Ｍ
北
海
道
主
催

の
「
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
洞
爺
湖
２
０
０
７
」 

が
、
地
元
を
含
め
道
内
か
ら
約
３
０

０
人
が
参
加
し
て
開
催
。
晴
天
の
下

パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
な
ど
約
５
、 

０

０
０
株
の
植
栽
や
湖
畔
、
中
島
で
の

清
掃
活
動
、
彫
刻
の
清
掃
な
ど
を
各

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
、
参
加

者
は
、
意
義
あ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
次
の
日
の
29
日
に
も
、
町
が
主
催

す
る
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、
町
職

員
は
じ
め
町
議
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、 

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
10
団
体
の
協

力
を
得
て
実
施
し
、
町
内
全
域
を
く

ま
な
く
清
掃
。
タ
イ
ヤ
な
ど
大
型
ご

み
の
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

湖
畔
や
足
湯
、
薬

師
の
湯
な
ど
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。 

　
洞
爺
湖
温
泉
飲

食
店
組
合
（
秋
田

康
夫
会
長
）
も
同

日
、
会
員
約
20
人

が
参
加
し
て
、
柳

川
通
、
四
十
三
通
、 

メ
イ
ン
通
の
道
道

の
清
掃
活
動
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し

た
。 

　
４
月
28
日
の
ゴ

本

洞爺地区の清掃活動

虻田地区衛生協会の清掃活動

薬師の湯の掃除をする虻田高校生

春のクリーン作戦で清掃活動MOVE洞爺湖で彫刻を清掃する参加者道道のゴミ拾いをする飲食店組合の皆さん

洞爺地区の清掃活動

虻田地区衛生協会の清掃活動

薬師の湯の掃除をする虻田高校生

春のクリーン作戦で清掃活動MOVE洞爺湖で彫刻を清掃する参加者道道のゴミ拾いをする飲食店組合の皆さん
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虻田中学校の新くんと横山くん
スキー大会で好成績残す

洞爺湖温泉小学校入学式
希望一杯の新１年生

ななかまどの会
洞爺湖温泉中学校へぞうきん寄贈

町の施設や学校にAED導入
　利用者の安心を狙う

先生の話しに耳を傾ける新1年生

校長先生にぞうきんを渡す坂井会長 心肺蘇生の訓練をする参加者

先生の話しに耳を傾ける新1年生

校長先生にぞうきんを渡す坂井会長 心肺蘇生の訓練をする参加者

４　　�

月
５
日
、
虻
田
中
学
校
の
新
賢

　
　
範
く
ん
（
２
年
）
と
横
山
駿
太
く

ん
（
３
年
）
が
、
ス
キ
ー
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
、
木
村
教
育
長
に

報
告
の
た
め
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
新
く
ん
は
、
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
大

会
の
中
学
１
年
男

子
大
回
転
で
優
勝

し
、
同
校
で
初
め

て
日
本
代
表
と
し

洞　　�

爺
湖
温
泉
小
学
校
で
は
、
花
和

　
　
小
学
校
と
統
合
に
な
っ
て
初
め

て
の
入
学
式
を
、
４
月
10
日
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
新
一
年
生
９
人
を
前
に

し
て
、
斎
藤
校
長
先
生
が
「
明
る
く
、 

元
気
に
今
日
学
校
に
来
て
く
れ
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
楽
し
い
行

事
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
何
で
も
元
気

に
取
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
。 

　
そ
の
後
、
在
校
生
か
ら
歓
迎
の
言

葉
や
洞
爺
湖
町
交
通
安
全
町
民
運
動

推
進
員
会
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

　
　��

月
10
日
（
火
）
、
な
な
か
ま
ど
の

　
　
会
（
坂
井
千
枝
会
長
）
が
、
会
員

手
づ
く
り
の
ぞ
う
き
ん
１
０
０
枚
を
、 

洞
爺
湖
温
泉
中
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
洞

爺
湖
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
受

け
継
ぎ
、
ソ
ロ
ピ
チ
ミ
ス
ト
解
散
後

も
、
さ
ま
ざ
な
奉
仕
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。 

　
坂
井
会
長
は
「
今
後
も
５
月
の
植

樹
や
６
月
ふ
る
さ
と
の
丘
へ
の
タ
オ

ル
寄
贈
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
活
動
へ

の
意
欲
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
　�

い
れ
ん
し
た
心
臓
を
、
電
気
シ

　
　
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
そ
の
け
い
れ

ん
を
取
り
除
く
機
械
Ａ
Ｄ
Ｅ
が
、
町

内
の
公
共
施
設
や
学
校
に
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
４
月
５
日
あ
ぶ
た

ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で
、
講
習
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
導
入
さ
れ
る
施
設
は
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
、
虻
田
中
学
校
、 

洞
爺
湖
温
泉
中
学
校
、
洞
爺
高
校
、 

あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
、
洞
爺

湖
文
化
セ
ン
タ
ー
、
洞
爺
総
合
セ
ン

タ
ー
の
計
７
ヵ
所
。 

　
町
民
の
利
用
が
多
い
公
共
施
設
や

学
校
に
導
入
し
、
安
心
し
て
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
16
人
が
参
加
し
、
西
胆

振
消
防
組
合
の
職
員
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｅ
の

使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
の
手
順
を
学

び
ま
し
た
。 

と
黄
色
い
マ
フ
ラ
ー
が
新
一
年
生
に

渡
さ
れ
、
最
後
に
在
校
生
全
員
で
歓

迎
の
歌
を
う
た
い
式
を
終
了
し
ま
し

た
。 

�

て
国
際
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。 

　
横
山
く
ん
は
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
の
中
２
男
子
ス
ー
パ

ー
大
回
転
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
新
君
は
「
と
て
も
う
れ
し
い
。
国
際

大
会
が
楽
し
み
」
と
国
際
大
会
へ
の

意
欲
を
見
せ
、
横
山
君
は
「
普
段
の

力
が
出
せ
て
、
３
位
入
賞
は
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
く
ん
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
４
月
20
日
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ

た
国
際
大
会
で
、
大
回
転
５
位
入
賞

の
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

け４



護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
月
は
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
詳

し
く
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な

方
で
も
介
護
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
役
場
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

12

介

問合せ先　洞爺湖町栄町63番地1（健康福祉センター内）洞爺湖町地域包括支援センター　10142-76-4822

経過的要介護・要介護１～５と介護認定を受けた方が対象と
なる訪問看護サービスと訪問リハビリテーションサービス

要支援１・２と介護認定を受けた方が対象となる
訪問看護と訪問リハビリテーションサービス

1．どのようなときに利用できるか？

①訪問看護

通院が困難なので、主治医の指示により介護予防を

目的とした経管栄養や点滴の管理などを自宅でしてほ

しい。

②訪問リハビリテーション

通院が困難なので、主治医の指示により介護予防を

目的としたリハビリを自宅でしてほしい。

２．費用のめやす

①訪問看護の費用のめやす

②訪問リハビリテーションの費用の目安

※早朝・夜間は25％加算、深夜は50％加算。
※緊急時訪問加算、特別な管理を必要とする場合などの加算あり。

訪問看護ステーション

425円

830円

1,198円

病院又は診療所

343円

550円

845円

30分未満の場合

30分以上1時間未満の場合

1時間以上1時間30分未満
の場合

要支援1・2の認定者
利 用 時 間

退院日又は認定日
から3カ月以内に
集中的にリハビリ
を実施した場合
１日あたり200円

短期集中リハビリ
テーション実施加算

リハビリ実施計画
から進捗状況を定
期的に評価・見直
しを実施した場合
１日あたり20円

リハビリテーション
マネジメント加算

おおよそ
30～45分
程度

利用時間

1日あたり
500円

要支援1・2

１．どのようなときに利用できるか？

①訪問看護　

通院が困難なので、主治医の指示により経管栄養や

点滴の管理などを自宅でしてほしい。

②訪問リハビリテーション

通院が困難なので、主治医の指示によりリハビリを

自宅でしてほしい。

２．費用のめやす

①訪問看護の費用のめやす

（訪問看護ステーションが実施した場合）

②訪問リハビリテーションの費用の目安

訪問看護ステーション

425円

830円

1,198円

病院又は診療所

343円

550円

845円

30分未満の場合

30分以上1時間未満の場合

1時間以上1時間30分未満
の場合

経過的要介護・要介護1～5の認定者
利 用 時 間

経過的要介護・要介護1～5の認定者

1日あたり　500円

リハビリ実施計画から進捗状況を定期的に
評価・見直しを実施した場合
1日あたり　20円

退院日又は認定日から1カ月以内に集中的
にリハビリを実施した場合
1日あたり　330円
退院日又は認定日から3カ月以内に集中的
にリハビリを実施した場合
1日あたり　200円

利用時間

おおよそ30～45分程度

リハビリテーシ
ョンマネジメン
ト加算

短期集中リハビ
リテーション実
施加算



現
況
届
を
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
、
誕
生
日
の
月
に
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
１
年
に
１
回
、
誕
生
月

に
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
受
給

権
者
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
大
事
な
届
け
で
す
。

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
し
な
か
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、

年
金
の
支
払
い
が
止
ま
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
た
場
合

は
、
現
況
届
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
に
届
い
て
か
ら
随
時
、
止
ま
っ

た
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
わ
れ

ま
す
が
、
支
払
い
ま
で
１̃
２
カ
月

程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

現
況
届
け
の
提
出
方
法

を
変
更
で
き
ま
す

平
成
18
年
10
月
よ
り
、
受
給
者
の

皆
さ
ん
の
現
況
（
生
存
）
確
認
は
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
の
現
況
届

（
は
が
き
）
に
は
住
民
票
コ
ー
ド
を

記
入
す
る
欄
が
あ
り
、
記
入
す
る
と

次
回
か
ら
現
況
届
（
は
が
き
）
の
提

出
は
不
要
に
な
り
ま
す
。
記
入
せ
ず

に
提
出
す
る
と
今
ま
で
と
同
様
に
は

が
き
で
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
と
は

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
14
年
８
月
に
全
国
の
市
町
村
を

結
び
本
人
確
認
を
行
う
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
住
基
ネ
ッ
ト
）

が
稼
動
し
た
こ
と
に
伴
い
各
個
人
の

住
民
票
に
11
桁
の
数
字
の
住
民
票
コ

ー
ド
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
も
し
見
当
た
ら
な
い
場
合

は
３
０
０
円
の
手
数
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
役
場
、
温
泉
支
所
、
洞

爺
総
合
支
所
窓
口
で
住
民
票
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
従
来
の
住
民
票

は
住
民
票
コ
ー
ド
が
省
略
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
人
等
の
申
出
に
よ
り
記

載
し
た
住
民
票
を
発
行
し
ま
す
。

今
後
も
現
況
届
け
が

必
要
な
方

社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本

人
基
本
情
報
を
確
認
で
き
な
い
方
や

外
国
に
居
住
し
て
い
る
方
、
障
害
基

礎
年
金
受
給
者
で
診
断
書
が
必
要
な

方
な
ど
は
、
今
ま
で
ど
お
り
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者
の
皆

さ
ん
へ
は
が
き
に
よ
る
確
認
を
し
ま

す
。

齢
化
社
会
が
ま
す
ま
す
進
み
、

老
後
の
生
活
は
皆
さ
ん
の
重
大

な
関
心
事
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
老
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し

て
欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
年
金
制
度
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
年
金
を
身
近
で

大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
も
ら
う

た
め
に
、
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。年

金
制
度
を
正
し
く
、
わ
か
り
や

す
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
当
日

は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
の

方
が
相
談
員
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

日
ご
ろ
年
金
に
つ
い
て
疑
問
や
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
一
度
相
談
さ
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
！

■
と
　
き

６
月
19
日
（
火
）

■
と
こ
ろ

役
場
３
０
２
会
議
室

■
時
　
間

午
前
10
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

※
年
金
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
は
年
金
に
関
す
る
こ
と

な
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。

た
と
え
ば
、

・
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
が
で
き

な
く
て
困
っ
て
い
る
の
で
免
除
申
請

が
し
た
い
。

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
だ
が
自
分
の

年
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

・
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
等
で
自
分

は
ど
れ
く
ら
い
の
年
金
額
が
受
給
で

き
る
の
か
生
活
設
計
の
た
め
知
り
た

い
な
ど
な
ど
。

住
民
課
戸
籍
年
金
係

1
74
ー
３
０
０
２
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国

高
年
金
相
談
所
開
設

年
金
相
談
所
開
設

現況届を忘れずに 
提出してください 

住民課　戸籍年金係 
174-3002



い
間
勤
め
た
会
社
な
ど
を
退
職

し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
厚
生
年
金
や

各
種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
と
、
そ
の
扶
養
家
族
は

「
退
職
者
医
療
制
度
」
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た

方
に
は
、
「
一
般
用
」
と
は
異
な
る

「
退
職
者
用
」
の
保
険
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
で
は
、
保
険
税

額
や
医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
１
割

〜
３
割
）
は
一
般
の
被
保
険
者
と
同

じ
で
す
が
、
公
費
負
担
分
（
７
割
〜

９
割
）
を
被
用
者
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
保
険
な
ど
）
か
ら
の
拠
出

金
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
が
適
正
に
運
用

さ
れ
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
が
負

担
す
る
医
療
費
が
増
え
、
保
険
税
負

担
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
対

象
に
な
る
方
は
必
ず
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
対
象
に
な
る
方
は
〉

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
厚
生

年
金
や
各
種
共
済
組
合
か
ら
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、

こ
れ
ら
の
年
金
加
入
期
間
が
20
年
以

上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降
に
10
年
以

上
あ
る
方
。

②
退
職
被
保
険
者
本
人
の
配
偶
者
、

３
親
等
以
内
の
親
族
で
、
退
職
被
保

険
者
本
人
と
同
一
世
帯
で
、
主
と
し

て
退
職
被
保
険
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
る
方
（
年
間
収
入
が
一

定
基
準
額
を
超
え
る
方
は
被
扶
養
者

に
は
な
れ
ま
せ
ん
）。

た
だ
し
、
老
人
保
健
制
度
の
適
用

を
受
け
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

〈
い
つ
か
ら
資
格
が
で
き
る
の
か
〉

退
職
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
は
、

年
金
の
受
給
資
格
が
発
生
し
た
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
年
金
証
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
ら
、
す
み
や
か
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
証
（
家
族
全
員
の

も
の
）

・
印
鑑

・
年
金
証
書
（
加
入
月
数
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
）

住
民
課
国
保
医
療
係

1
74
ー
３
０
０
２

本
各
地
に
は
、
た
く
さ
ん
の
名
産
が
あ
り
、

そ
れ
を
食
べ
歩
く
の
も
旅
の
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。

そ
ん
な
旅
で
知
っ
た
名
産
を
、
家
庭
で
気
軽
に

作
っ
て
、
思
い
出
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
て
み
ま
し

ょ
う
。

そ
こ
で
今
回
は
九
州
・
熊
本
の
郷
土
菓
子
「
い

き
な
り
団
子
」
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

材
　
料

白
玉
粉
　
　
２
５
０
ｇ

小
麦
粉
　
　
２
５
０
ｇ

ぬ
る
ま
湯
　
３
７
０
ｃ
ｃ

さ
つ
ま
芋
　
３
本

つ
ぶ
あ
ん
　
３
０
０
ｇ

作
り
方

①
白
玉
粉
に
ぬ
る
ま
湯
を
入
れ
こ
ね
、
次
に
小
麦

粉
を
入
れ
て
よ
く
こ
ね
る
。

②
こ
ね
た
も
の
を
均
等
に
し
て
丸
く
し
て
皮
を
作

る
。

③
皮
に
つ
ぶ
あ
ん
、
輪
切
り
に
し
た
さ
つ
ま
芋
を
入

れ
て
団
子
に
し
ま
す
。

④
作
っ
た
も
の
を
蒸
し
器
に
入
れ
約
15
分
ほ
ど
蒸

し
て
で
き
上
が
り
で
す
。
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退
職
者
医
療
制
度
と
は

届
出
に
必
要
な
も
の

長

九
州
名
物

「
い
き
な
り
団
子
」
の
作
り
方

日

町では、「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律」の施行に伴い「洞爺湖町国民保護計
画」を策定します。現在、町の国民保護協議会で議論を進めておりますが計画作成の参考とするため皆さま方か
らの意見を募集します。詳しくは、町のホームページまたは、役場・支所に備え付けの資料をご覧ください。
問合せ等は、役場企画防災課企画防災係まで　174-3004 FAX74-2121

URL http://www.town.toyako.hokkaido.jp



消
防
だ
よ
り 

５
月
の
広
報
テ
ー
マ 

林
野
火
災
等
の
防
止 

    

　
　
の
時
期
は
空
気
が
異
常
に
乾
燥

　
　
し
風
の
強
い
日
が
多
く
な
る
た

め
、
ほ
ん
の
小
さ
な
火
か
ら
で
も
火

災
が
発
生
し
易
く
、
一
旦
発
生
す
る

と
急
激
に
大
き
く
な
り
大
火
と
な
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
暖
か
い
日
差
し
に
誘

わ
れ
、
野
山
へ
森
林
浴
や
山
菜
取
り

に
出
か
け
る
機
会
が
増
え
、さ
ら
に
、

農
家
の
ご
家
庭
で
は
田
畑
の
あ
ぜ
焼

き
や
、
枯
れ
草
の
焼
却
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
火
気
の
取
扱

に
は
十
分
注
意
を
払
い
「
森
林
火
災

ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
緑
豊
か
な
街
づ

く
り
を
し
て
行
き
ま
し
よ
う
。 

 

森
林
火
災
等
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト 

 

①
タ
バ
コ 

　
の
投
げ 

　
捨
て
を 

　
し
な
い
。 

②
風
の
強 

　
い
時
は 

　
火
入
れ
を
し
な
い
。 

③
火
入
れ
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完 

　
全
に
消
火
す
る
。 

④
火
気
を
使
用
す
る
時
は
必
ず
消
火 

　
準
備
を
す
る
。 

    

　
　
近
、
日
本
各
地
で
地
震
が
多
発

　
　
し
て
い
ま
す
が
、
い
く
ら
地
震

予
知
の
技
術
が
発
達
し
た
と
は
い
え
、

発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。 

　
起
き
た
地
震
に
対
し
て
ど
う
対
処

す
る
か
が
重
要
で
す
の
で
、
被
害
を

最
小
限
度
に
と
ど
め
る
に
は
日
頃
の

備
え
と
、
「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
心

備
え
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。 

 

　
地
震
の
被
害
を 

　
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト 

 

①
グ
ラ
ッ
ト
き
た
ら
先
ず
火
の
始
末 

　
火
気
使
用
時
は
、
慌
て
ず
完
全
に

　
消
す
。 

②
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
よ
せ
る
。 

   

　
変
で
す 

　
の
で
素 

　
早
い
行 

　
動
を
。 

③
慌
て
て 

　
外
に
飛 

　
び
出
さ 

　
な
い
。 

　
揺
れ
が
ひ
ど
く
な
る
と
ガ
ラ
ス
、

　
看
板
な
ど
の
落
下
物
や
ブ
ロ
ッ
ク

　
塀
が
倒
壊
す
る
の
で
、む
や
み
に 

　
外
へ
は
出
な
い
。 

④
お
互
い
に
声
を
か
け
合
う
。 

 
 
 

「
地
震
だ
・
火
を
消
せ
」、

｢

机
の
下

　
に｣

と
思
い
き
り
叫
ぶ
。
自
分
も
ハ

　
ッ
と
我
に
返
り
、
周
り
の
人
も
最

　
初
に
何
を
す
べ
き
か
分
か
る
。 

⑤
正
し
い
情
報
に
耳
を
貸
す
こ
と
。 

　
情
報
が
不
足
す
る
と
、
日
頃
の
冷

　
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、

　
日
頃
か
ら
携
帯
ラ
ジ
オ
を
用
意
す

　
る
。 

     

　
　
月
21
日
（
土
）
、
女
性
消
防
団
員

　
　
が
洞
爺
町
内
の
高
齢
者
住
宅
の

防
火
診
断
を
行
い
ま
し
た
。 

　
診
断
で
は
、
女
性
特
有
の
極
め
細 

や
か
な
指
導
と
心
配
り
で
、
火
の
取 

扱
い
や
安
心
電
話
の
点
検
な
ど
を
行

い
、
お
年
寄
り
の
方
も
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
最
近
、
高
齢
者
住
宅
以
外
で
も
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
、
気
の
緩
み

か
ら
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
大
切
な
命
と
財
産
を
守
り
ま
し
よ

う
。 

                 

　
　
月
25
日
（
水
）
、
午
後
５
時
00

　
　
分
か
ら
「
洞
爺
総
合
セ
ン
タ

ー
」
を
出
火
建
物
に
想
定
し
た
洞

爺
消
防
団
（
団
長
　
佐
伯
義
視
）

恒
例
の
春
季
消
防
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
演
習
は
、
消
防
の
組
織
に
最

も
必
要
と
す
る
指
揮
命
令
を
的
確
に

伝
達
し
、
日
頃
の
訓
練
で
培
っ
た
迅

速
な
消
火
活
動
を
行
う
と
共
に
、
地

域
住
民
の
防
火
意
識
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
洞
爺
支
署
と
合
同
で
行

い
、
42
名
の
職
団
員
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
付
近
に
は
、

関
係
者
を
含
め
町
民
の
皆
さ
ん
が
多

数
詰
め
掛
け
、
勢
い
よ
く
真
上
に
高

々
と
上
が
る
壮
観
な
放
水
に
、
大
き

な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

春
は
火
災
多
発
期 

地
震
に
備
え
て 

女
性
消
防
団
員
が 

高
齢
者
住
宅
の 

防
火
査
察
を
行
う
！ 

洞
爺
消
防
団
の 

春
季
演
習
が
行
わ
れ
る
！ 

統
一
標
語
は
… 

「
消
さ
な
い
で 

   

あ
な
た
の
心
の
　
注
意
の
火
」 

fire
３
月
の 

●
火
災
件
数
　
０
件 

●
救
急
件
数
　
45
件 

お年寄りの家を訪問する女性消防団員お年寄りの家を訪問する女性消防団員 お年寄りの家を訪問する女性消防団員 

本番さながらの春季消防演習本番さながらの春季消防演習 本番さながらの春季消防演習 

こ 

最 

４ 

４ 
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今年度も地籍の
調査を実施
します

洞
爺
湖
町
で
は
、
2
0
0
0
年
噴

火
に
よ
る
地
盤
変
動
の
影
響
を

受
け
た
土
地
の
境
堺
及
び
面
積
を
正

し
く
把
握
す
る
た
め
、
平
成
16
年
度

よ
り
地
籍
の
再
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
調
査
期
間
は
１
地
区
３
年
を
要
し
、

初
年
度
に
、
調
査
に
つ
い
て
の
住
民

説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
説
明
会
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
後

日
、
土
地
所
有
者
の
方
に
ご
連
絡
し

ま
す
。

　
調
査
に
当
た
り
町
民
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

建
設
課
地
籍
調
査
推
進
室
（
☎
74
｜

3
0
1
2
）
へ
。

　
調
査
年
度
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
ま

で　
洞
爺
湖
温
泉
の
一
部
・
三
豊
の
一

部
・
泉
の
一
部
の
地
区

●
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
ま

で　
高
砂
町
の
一
部
・
入
江
の
一
部
・

泉
の
一
部
の
地
区

●
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

で　
入
江
の
一
部
・
泉
の
一
部
の
地
区

●
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で　
三
豊
の
一
部
・
泉
の
一
部
・
洞
爺

湖
温
泉
の
一
部
の
地
区

16

洞爺湖温泉洞爺湖温泉

三豊三豊

泉泉

平成16年度
～同18年度

平成16年度
～同18年度

平成19年度
～同21年度
平成19年度
～同21年度

平成18年度～同20年度平成18年度～同20年度

平成17年度
～同19年度
平成17年度
～同19年度

平成17年度
～同19年度
平成17年度
～同19年度

入江入江

高砂町高砂町

洞爺湖町地籍調査年度計画

待
ち
を
り
し
春
も
来
た
る
か
水
仙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
葉
も
出
揃
ひ
て
蕾
い
だ
き
ぬ
　
　
　
　
　
北
島
　
加
代

春
一
番
二
番
の
風
も
過
ぎ
去
り
て

　
　
　
　
　
　
　
小
庭
の
木
々
の
芽
ぶ
き
確
か
さ
　
　
　
　
　
大
西
　
芳
子

ゆ
る
や
か
に
ぼ
た
ん
雪
降
る
窓
の
外

　
　
　
　
　
　
　
　
岳
樺
の
樹
林
が
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
　
　
　
伊
藤
　
静
子

高
み
よ
り
見
お
ろ
す
夜
の
街
の
灯
は

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
な
が
ら
金
銀
ち
り
ば
む
ご
と
し
　
　
　
山
木
　
　
孝

う
ら
庭
の
石
化
柳
の
枝
え
ら
び

　
　
　
　
　
　
銀
毛
の
蕾
活
け
て
春
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
石
黒
ま
さ
子

有
珠
山
に
連
な
る
山
を
二
つ
刳
り

　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇
号
線
新
し
く
竣
る
　
　
　
　
　
　
　
赤
塚
　
瑛
子

喧
騒
を
し
ば
し
忘
る
る
露
天
風
呂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
の
連
呼
は
現
実
に
も
ど
す
　
　
　
　
太
田
　
　
智

老
眼
鏡
か
け
し
も
不
鮮
明
な
る
文
字
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
眼
鏡
を
頼
り
辞
書
を
引
く
　
　
　
　
室
野
　
晃
慶

着
ぶ
く
れ
て
真
白
き
髪
の
バ
バ
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
き
こ
こ
ろ
で
孫
を
送
り
ぬ
　
　
　
　
中
野
　
イ
マ

名
残
り
雪
被
り
乍
ら
も
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
に
散
々
と
春
を
奏
ゐ
る
　
　
　
　
大
久
保
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
四
月
定
例
会

朗
朗
の
若
き
読
経
や
彼
岸
冷
え

ポ
ス
タ
ー
の
良
き
貌
ば
か
り
黄
砂
降
る

父
と
子
の
空
を
ひ
と
つ
に
春
ス
キ
ー

風
花
や
裸
の
像
を
避
け
て
舞
う

十
勝
晴
白
樺
並
木
麦
青
む

蓬
餅
色
の
濃
ゆ
き
の
匂
い
か
な

止
む
を
得
ぬ
旅
の
変
更
彼
岸
荒
れ

四
月
ま
た
子
を
訪
ふ
地
図
を
買
ひ
に
け
り

草
の
餅
頬
張
る
頬
も
膨
ら
ん
で

那
須
　
伶
子

井
村
　
育
子

矢
野
　
知
子

瀬
川
　
　
稔

三
瓶
　
　
修

小
笠
原
　
勇

塩
川
サ
チ
子

菅
原
　
敏
子

白
井
　
み
え

俳
　
句
　
【
あ
ぶ
た
俳
句
会
】
四
月
定
例
会

ど
き
ょ
う

か
お

よ
も
ぎ
も
ち

と

対象地区：高砂町・入江・泉の一部

つ
ぼ
み

だ
け
か
ん
ば

お

け
ん 

そ
う

か
ぶ

な
が

か
な



う
や
く
北
海
道
に
も
桜
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
や

会
社
に
も
慣
れ
て
き
た
頃
な
の
に
、

な
ん
と
な
く
気
が
滅
入
る
、
集
中
で

き
な
い
な
ど
の
症
状
は
、
あ
り
ま
せ

ん
か
？

「
五
月
病
」
と
い
う
言
葉
は
、
皆

さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
広
く
知
ら
れ

た
言
葉
で
す
が
、
実
は
医
学
用
語
で

は
な
く
、
決
ま
っ
た
概
念
や
定
義
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
五
月
病
」
と
は
元
来
、
大
学
入

学
後
の
学
生
が
、
５
月
の
連
休
明
け

か
ら
う
つ
的
気
分
に
み
ま
わ
れ
、
無

気
力
な
状
態
に
な
る
こ
と
か
ら
つ
い

た
病
名
で
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
５
月
に
限
ら

ず
、
ま
た
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
誰

に
で
も
見
ら
れ
る
病
態
で
あ
り
、
環

境
が
変
化
す
る
時
期
に
症
状
が
出
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
五
月
病
」
に
よ
く
見
ら
れ
る
症

状
は
抑
う
つ
気
分
、
思
考
抑
制
、
不

安
感
、
焦
り
な
ど
で
、
不
眠
、
疲
労

感
、
意
欲
低
下
を
訴
え
る
場
合
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。

つ
ま
り
、
環
境
の
変
化
に
適
応
で

き
ず
、
そ
の
こ
と
へ
の
焦
り
が
ス
ト

レ
ス
と
な
り
、
“何
と
か
し
な
け
れ

ば
”
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
深
み
に

は
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
一
般
的
に
真
面
目
で
几
帳
面
、
内

向
的
な
人
が
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
長
引
く
と
う
つ
病
へ
移
行

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。主

な
原
因

・
新
し
い
環
境
に
つ
い
て
い
け
な

い
。

・
新
し
い
人
間
関
係
が
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
。

・
入
試
、
入
社
と
い
っ
た
大
き
な
目

標
を
達
成
し
た
解
放
感
が
あ
る
。

・
大
き
な
目
標
を
達
成
し
た
こ
と

で
、
次
の
目
標
を
見
失
っ
た
り
、
混

乱
し
た
り
す
る
。

・
想
像
し
て
い
た
新
生
活
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
い
け
な
い
。

防
ぐ
に
は

一
番
は
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ

と
。し

か
し
、
暴
飲
暴
食
や
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
み
す
ぎ
る
の
は
逆
効
果
で

す
。
音
楽
を
聴
く
、
本
を
読
む
、
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
な
ど
自
分
に
あ
っ
た

ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。新

た
な
目
標
や
関
心
を
見
つ
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
生
活
の
中
に
刺
激

を
与
え
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
が
多
い
時
代
、
そ

れ
ゆ
え
自
分
で
自
分
を
守
る
こ
と
が

必
要
な
時
代
で
す
。

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

見
つ
け
、
焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
日
々

の
生
活
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

17

よ

洞爺協会病院健康教育講座
■と　き　６月20日（水）

午後２時～３時

■ところ　洞爺協会病院正面玄関

エントランスホール

■内　容　口腔ケアのお話

①咀嚼(そしゃく)と脳との関

係関歯科口腔外科医師

②ブラッシング指導

野口歯科衛生士

■問合せ　担当小杉・永井まで

174－2555

※咀嚼……
食べ物をかんで
こまかくすること。



月
13
日
、
育
児
中
の
親
の
子
育

て
を
支
援
す
る
「
Ｎ
Ｐ
О
法
人

子
ど
も
緊
急
サ
ポ
ー
ト
洞
爺
湖
」
の

設
立
総
会
が
、
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

支
援
の
内
容
は
、
「
親
が
急
な
残

業
で
保
育
所
に
迎
え
に
い
け
な
い
」

「
子
ど
も
の
急
病
で
仕
事
に
い
け
な

い
」
時
な
ど
、
依
頼
者
の
家
に
出
張

し
、
子
供
の
一
時
預
か
り
や
送
迎
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

設
立
総
会
で
は
、10
人
が
出
席
し
、

定
款
や
事
業
計
画
、
役
員
な
ど
を
決

定
し
、
理
事
長
に
は
、
大
道
義
則
さ

ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、

会
員
登
録
が
必
要
で
、入
会
金
は
１
、

０
０
０
円
。
預
か
り
は
１
時
間
１
、

０
０
０
円
で
０
歳
か
ら
12
歳
児
ま
で

の
子
ど
も
が
対
象
。
前
日
の
午
後
9

時
ま
で
の
予
約
と
な
っ
て
お
り
、
午

後
６
時
以
降
の
預
か
り
は
２
０
０
円

ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊
も

受
付
け
て
い
て
、
３
歳
以
上
１
万
円

（
３
歳
未
満
は
２
、
０
０
０
ア
ッ
プ
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
ＰO

法
人
の
認
可
を
受
け
、
今

月
中
旬
か
ら
本
格
的
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
緊
急
サ
ポ
ー
ト
洞
爺
湖
で

は
、
会
員
の
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
問
合
せ
は
大
道
理

事
長
（
1
76
ー
４
５
４
５
）
へ
。
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洞爺地区で洞爺湖が一望できる小高い丘に建つ美術

館、ハイ・ゲンキ・ギャラリー。

洞爺健康館の中にある美術館で、平成17年9月にオー

プンしました。

同ギャラリーは、洞爺健康館のオーナーである岩崎輝

明さんが、永年かけて収集してきたコレクションを展示

しています。広さ130㎡の展示室には、書家小川東州氏

の作品や安田侃氏、流政之氏の彫刻、韓国無形文化財の

張松模（チャン・ションモ）氏の陶芸など多数のすばら

しい芸術作品が、展示されています。一度行ってみては

いかがでしょうか。

午前９時から午後５時まで（火曜日休館）で入場無料。

詳しくは、洞爺健康館（187－2345）へ。

春の訪れとともに恒例のとうや湖観光朝市

が開設されます。

新鮮な洞爺湖町の産物や周辺の特産物を格

安で提供します。

町内の皆さんもぜひ立ち寄って見てください。

■開　設　日■

５月13日～９月30日の毎週日曜日

■時　　　間■　

午前６時～８時

■会　　　場■　

洞爺湖遊歩道　駅前桟橋前

ギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようすギャラリーのようす
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今回は、洞爺保育所と町立洞爺高校の教職員を紹介します。
洞爺保育所は、5人の体制で24人の園児を見ています。

洞爺高校は、教員、事務、公務補など総勢14人の体制で、学校運営を行っています。

前列左から相馬優子所長、斉藤ももえ先生、大楽泰生先
生。後列左から佐々木和恵先生、藤井繭弓先生。

洞爺保育所 182-5589

前列左から粟島はるか先生、吉田崇先生、吉田龍哉先生、
三浦隆詔教頭、石原卓典校長、猪股勲先生、大森裕介先
生、五浦典子先生、後列左から冨留田俊幸公務補、佐藤
真実実習助手、奥寺大志先生、継田華恵先生、片野寛子
先生、山田富美子先生

洞 爺 高 校 182-5053

爺高校で茶道を教えてき

た宮武美代子さん（洞第

３）が、裏千家の千宗室家元

から平成18年度学校茶道永

年勤続表彰を受賞しました。

今回の受賞は、宮武さんが

留寿都高校で8年、洞爺高校

で20年、茶道をとおして礼儀

作法を指導してきた功績が認

められたもので、道内で4人

が受賞した中のひとりです。

宮武さんは、「最初のうち

は、行儀作法を教えるのにた

いへんでした。スパルタで教

育しました」と20年を振返

り、「名誉な賞をいただいて、

たいへんびっくりしました。

これからもできる限り地域の

ため茶道を教え続けたい」と

受賞の喜びを語っていまし

た。

洞

表彰を受けた宮武美代子さん

虻田町商工会と洞爺村商工会

が、４月１日から洞爺湖町商工

会として新たなスタートを切り

ました。

これまでの虻田町商工会を存

続団体とする吸収合併方式で、

洞爺村商工会は解散することに

なりました。

洞爺湖町商工会の会員数は

409人。組織体制は、本所は、

元虻田町商工会の事務所に置

き、洞爺湖温泉支所と洞爺支所

を設置。本所の連絡先は、

176－2311。



回
は
、
喫
茶
あ
る
そ
ー
れ
・
地

域
生
活
者
の
状
況
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

喫
茶
あ
る
そ
ー
れ

◆
人
気
の
パ
ン
紹
介

「
あ
る
そ
ー
れ
」
で
パ
ン
の
販
売
を

始
め
て
２
年
が
経
ち
ま
す
。今
年
は
、

看
板
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
国
道
か

ら
も
目
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
店
内
に
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
も
備
わ

っ
て
い
る
の
で
、
本
格
エ
ス
プ
レ
ッ

ソ
コ
ー
ヒ
ー
（
２
１
０
円
）
と
焼
き

た
て
の
パ
ン
を
そ
の
場
で
気
軽
に
食

べ
る
事
が
で
き
ま
す
。
人
気
の
パ
ン

は
シ
ナ
モ
ン
（
１
８
０
円
）
や
メ
ロ

ン
パ
ン
（
１
０
０
円
）
で
す
が
、
今

後
は
デ
ニ
ッ
シ
ュ
や
ラ
イ
麦
素
を
使

用
し
た
カ
ン
パ
ニ
ー
シ
ュ
な
ど
も
販

売
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
注
文
販

売
や
配
達
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
に
つ
い
て

「
あ
る
そ
ー
れ
」
は
知
的

障
害
を
持
っ
た
方
の
働
く
場

で
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
も

パ
ン
作
り
や
販
売
を
通
じ
て

多
く
の
お
客
さ
ん
と
ふ
れ
合

い
、
会
話
で
き
る
時
間
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
が
毎
日
楽
し
く
働
け
る

場
の
提
供
、
社
会
参
加
を
目

指
す
為
の
地
域
に
根
ざ
し
た

パ
ン
屋
に
な
れ
る
様
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。毎

日
焼
き
た
て
の
パ
ン
を

ご
用
意
し
て
皆
さ
ん
の
ご
来

店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
喫
茶
一
同
）

地
域
生
活
者
の

状
況
に
つ
い
て

在
、
あ
ぶ
た
福
祉
会
支
援
で
、

63
名
の
方
が
町
内
で
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）
で
４
〜
７

人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
昼
間
は
、

友
愛
の
里
の
通
所
や
授
産
施
設
あ
す

な
ろ
の
通
所
を
利
用
し
日
常
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
、友
愛
の
里
で
は
、

椎
茸
作
り
・
箱
折
り
の
委
託
作
業
・

苗
花
・
花
壇
作
り
・
公
共
施
設
の
草

刈
り
・
施
設
内
清
掃
な
ど
で
す
。
あ

す
な
ろ
で
は
、
パ
ン
作
り
及
び
販

売
・
配
線
の
委
託
・
菓
子
会
社
の
一

室
を
借
り
て
の
チ
ョ
コ
・
ゼ
リ
ー
詰

め
の
委
託
な
ど
、
多
種
に
渡
っ
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
７
名
の
方
が
一
般
企
業
に
就

職
を
し
て
い
ま
す
。
休
み
の
日
に
は

住
居
事
で
買
い
物
や
行
事
・
お
茶
・

お
琴
の
習
い
事
な
ど
行
い
、
自
分
の

余
暇
時
間
を
思
い
お
も
い
に
過
し
て

い
ま
す
。
地
域
生
活
者
の
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
限
ら
れ
た
収
入
の
中

で
掛
か
る
経
費
や
法
改
正
（
自
立
支

援
法
）
で
決
め
ら
れ
た
本
人
負
担
分

が
住
居
・
通
所
等
を
利
用
す
る
際
に
、

１
割
負
担
（
減
免
措
置
に
よ
り
金
額

は
個
人
に
差
が
あ
り
ま
す
）
と
な
り
、

そ
の
他
の
支
出
を
い
か
に
し
て
押
さ

え
て
い
く
か
、
障
害
や
病
気
等
の
多

様
化
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
地
域
生

活
者
の
継
続
・
充
実
を
ど
う
図
っ
て

い
く
か
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
先
の
見
え
な
い
不
透
明
や
状

況
・
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
世
話

人
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
支
援

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
生
活
全
般
を

支
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
理

解
と
暖
か
い
ご
支
援
を
節
に
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

寄
付
金

▽
中
村
　
努
（
室
蘭
市
）

▽
清
水
友
愛
の
里
施
設
整
備
期

成
会

寄
附
物
品

▽
平
山
勝
俊
（
月
浦
区
）

▽
中
村
　
勉
（
室
蘭
市
）

20

第
９
号

寄
付
・
寄
贈
品

今

現

あるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバーあるそーれの製パンメンバー
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新刊案内 あぶた読書の家
５月の休館日 10日･17日･24日･31日

＜一　般＞▽大君の刀（合田一道）▽喪失（森村誠一）▽

四文字の殺意（夏樹静子）▽十津川警部湘南アイデンティ

（西村京太郎）▽日光・鬼怒川殺人ルート（西村京太郎）

▽遠野伝説殺人事件（西村京太郎）▽不都合な真実（ア

ル・ゴア）

＜児童書＞▽旭山動物園日誌（あべ弘士）▽ぼくがうま

れた音（近藤等則）▽百まいのドレス（石井桃子）▽とに

なったはっぱのはなし（今西裕行）▽ばばばあちゃんの

アイスパーティ（さとうわきこ・佐々木志乃）▽ばばば

あちゃんのおもちつき（さとうわきこ・佐々木志乃）▽

ばばばあちゃんのなぞなぞりょうりきょうしつ（むし

ぱんのまき） （さとうわきこ・佐々木志乃） 

＜一　般＞▽新宗教（村上重良）▽林住期（五木寛之）▽

ひきこもりの国（マイケル・ジーレンガー）▽ぼくの複

線人生（福原義春）▽新北海道の花（柳沢俊）

＜児童書＞▽ケストナー少年文学全集　エミールと探

偵たち他全9巻（エーリッヒ・ケストナー）

「高尾　桂 水墨画展」
～幽玄の世界～

第17回　　　　　  
昆布岳登山のつどい

レクリエーションクラブ
結成総会開く

　役場庁舎町民ロビーを利用し、 

毎月１回、 絵画・写真・彫刻な

どの作品展を行っています。 

　今月は青葉町在住の高尾桂さ

んの水墨画展行います。 なお同

展は、「2006日・韓・中墨の文

化交流展イン札幌　北海道開幕

第５回外務大臣賞貢献賞受賞記

念展」 です。 

　期間は、 ５月18日（金）～５

月31日（木）までの土・日・祝

日を除く、 午前９時から午後６

時までです。 初日は午後１時開

催。 最終日は正午で終了。 

■日　時　５月27日（日）

　　　　　午前８時00分～

　　　　　　　　 　　小雨決行

■集　合　昆布岳登山口（上泉）

　　　　　コース　昆布岳登山

　　　　　口～メガネ岩～昆布

　　　　　岳 （登り３時間・下

　　　　　り２時間） 

■締切り　５月24日（木）

■申込み　社会教育課

　　　　　　　　　 74－3010

　　　　　社会教育課分室　　

　　　　　　　　　  82－5111

　

　レクリエーションを通して、 

地域への貢献や子育てへの支援

を行なおうと、 ４月17日とう

や湖レクリエーションクラブの

結成総会が、 虻田ふれ合いセン

ターで開かれました。 

　総会では、 会長に青木佐智子

さん、 副会長に長崎恵子さん、 

事務局長に齊藤敬子さんを選出

し、 会則や今年度の事業を決定

しました。 

　最初の取組みとして、 「あそ

びの日」 の一環で、 昔の遊びを

行う 「こどもフェスタinとうや

湖」 を開きます。 

　またいっしょに活動を担う会

員も募集しています。 

　こどもフェスタinとうや湖

■と　き　５月26日（土） 

　　　　　午前9時～11時30分

■ところ　母と子の舘

■内　容　①昔の遊び（けん玉、

　　　　　お手玉、たけわりなど）

　　　　　②紙でっぽう、 かぶ

　　　　　とつくりなど

　　　　　③チャレンジ･ゲーム

■問合せ　　76－3589　青木

　　　　　宅へ　

■あぶた読書の家 76-2100

■みずうみ読書の家 75-4702



爺
湖
町
の
高
齢
化
率
は
４
月
１

日
現
在
で
29
・
８
％
と
、
約
３

人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
団
塊
の
世
代

と
呼
ば
れ
る
方
々
が
65
歳
を
迎
え
る

平
成
26
年
頃
に
は
高
齢
化
率
は
更
に

に
進
み
、
約
40
％
（
２
・
５
に
１
人

が
65
歳
以
上
）
に
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

元
気
な
方
は
、
寝
た
き
り
な
ど
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
の
を
で
き

し
く
・
楽
し
く
・
イ
キ
イ
キ
と
生
活

を
送
る
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
心
身
に
あ
っ
た
介
護
予
防

の
方
法
を
選
ぶ
に
は
、
ま
ず
自
分
の

心
身
の
状
態
を
き
ち
ん
と
把
握
し
、

生
活
機
能
の
低
下
を
早
期
に
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
方
法
の
１
つ

が
、
こ
の
『
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
』
で
す
。
表
の
★
に
多
く
チ
ェ

ッ
ク
が
つ
い
た
ら
、
そ
の
分
野
で
の

生
活
機
能
が
低
下
し
て
き
て
い
る
証

拠
で
す
の
で
、
町
の
基
本
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

病
院
で
主
治
医
の
先
生
に
体
調
管

理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
、
介

護
予
防
の
た
め
に
年
に
１
度
は
町
の

基
本
健
診
を
受
け
、
生
活
機
能
の
低

下
を
予
防
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
23
ペ
ー
ジ
内
の
健
康
診
断

の
ご
案
内
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

後
編
で
は
、
具
体
的
な
介
護
予
防

の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
７
月
号
予
定
）

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
区
の
集
ま

り
な
ど
で
活
用
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
1
76
ー
４
８
２
２
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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洞

る
限
り
防
ぐ
こ
と
。
介
護
を
受
け
て

い
る
方
は
、
心
身
の
状
態
が
今
以
上

に
悪
化
し
な
い
よ
う
維
持
さ
せ
る
こ

と
。
そ
の
た
め
は
、
今
あ
る
体
力
や

筋
力
を
維
持
し
つ
つ
、
家
事
を
し
た

り
外
出
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
、

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
、
趣

味
の
活
動
や
友
人
と
の
交
流
を
続
け

る
こ
と
な
ど
の
様
々
な
活
動
が
大
切

で
す
。
こ
れ
を
『
介
護
予
防
』
と
い

い
、
今
後
、
年
を
と
っ
て
も
自
分
ら



「さわやか＆
ふれ愛センター」

〈「さわやか」トレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。*原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分
午前10時～午後５時30分

■連絡先

洞爺湖町健康福祉センター
☎76－4006（健康指導係）

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

5月11日（金）

5月17日（木）

5月31日（木）

5月22日（火）

洞爺地区
健康相談

1歳6カ月
3歳児健診

乳児健診

ポリオ
（対象者には
個別通知します）

健康福祉セ
ンター

健康福祉セ
ンター

健康福祉センター

1歳6カ月
午後12時45分
～1時

3歳
午後1時
～1時15分

午後1時
～1時30分

12時20分～40分

保育所開放

フッ素塗布

親子ふれあ
い遊び

本町保育所

午前10時～
正午

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

午後1時～

洞爺総合支
所

洞爺ふれ愛
センター

健康福祉セ
ンター

15日（火）

5月11日（金）

5月24日（木）

5月18日（金）

25日（金）

18日（金）

22日（火）

24日（木）

29日（火）

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

　6月の予定�
◆保育所開放／6月1日(金)・8日(金)・22日(金)・29日(金)

　（本町保育所）�

◆献血／6月4日(月)（洞爺地区）・８日(金)（虻田地区）�

◆基本・胃・大腸・前立腺肝炎検診／6月６日(水)・7日(木)

  （虻田地区）・6月12日(火)・13日(水)（洞爺地区）�

◆親子ふれあい遊び／6月15日(金) （さわやか）

◆フッ素塗布／6月21日(木) （さわやか）

◆乳児健診／6月29日（木）（さわやか）�

（於健康福祉センター「さわやか」）

（於洞爺ふれ愛センター）
■時　間〈虻田地区〉㈰午前６時30分～６時50分／㈪午前７時00分～７時20分／㈫午前７時30分～７時50分　
　　　　　　　　　　   ㈬午前８時00分～８時20分／㈭午前８時30分～８時50分／㈮午前９時00分～９時20分
　　　　 〈洞爺地区〉㈰午前６時30分～午前9時20分（時差受付。受付時間は個別通知）
　　　　　  ※基本健診については高血圧・糖尿病などで病院にかかっている方でも受診することができます。

■対　象　㈰基本健診・各がん検診は洞爺湖町に住民票のある30歳以上の方
　　　　　㈪がん検診はどなたでも受診できますが前立腺がん検診は50歳以上の方が対象です。
　　　　　㈫肝炎ウィルス検診の対象者については40歳から５歳間隔で70歳までの節目年齢です。
　　　　　㈬節目以外の方でも肝機能異常を指摘されたことのある方、
　　　　　　これまでに輸血をしたことのある方など必要と認められ
　　　　　　た方も受診することができます。
■定　員　各時間約10名。お早めにお申込みください。
■申込み　５月29日（火）まで。（洞爺地区は、回覧の申込書でも受付ます。）

◆次ぎの方は料金が無料となりますの
　で申込みの際に、お申し出ください。
　・洞爺湖町国民健康保険加入者
　・70歳以上の方
　・生活保護世帯の方

■料　金
▽基 本 健 診 ……2,000円�
▽胃  が  ん ……2,000円
▽前立腺がん……2,000円�
▽大 腸 が ん ……1,000円�
▽肝炎ウイルス……500円　
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平
成
19
年
度
商
業
統
計
調
査
が
、

６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
５
年

ぶ
り
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
は
、
商
業
の
「
国

勢
調
査
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
大
変
重

要
な
商
業
実
態
の
調
査
で
す
。

調
査
対
象
は
、
卸
売
・
小
売
業
を

営
む
全
て
の
事
業
所
で
、
５
月
下
旬

ご
ろ
か
ら
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
防
災
課
広
報
統
計
係
（
1

74
ー
３
０
０
４
）

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
の
仕
事

（
主
に
国
の
仕
事
）
に
つ
い
て
困
っ

て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
相
談
や
ご
要
望
を
お
聞
き

し
て
公
平
中
立
の
立
場
で
問
題
解
決

に
努
め
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
行
政
に
関
す
る
皆
様

の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
さ
れ
る
内
容
は
、
年
金
・
福

祉
・
道
路
・
環
境
衛
生
・
消
費
者
保

護
・
地
域
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

何
で
も
結
構
で
す（
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）。

■
と
　
　
き
　
６
月
７
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

■
相
談
委
員
　
洞
爺
湖
町
行
政
相
談

委
員

住
民
課
住
民
・
交
通
防
犯
係

（
1
74
ー
３
０
０
２
）

虻
田
漁
港
は
北
海
道
管
理
条
例
に

よ
り
係
留
で
き
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
数
は
40
隻
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
空
き
が
出
ま
し
た
の
で

係
留
を
希
望
す
る
方
は
役
場
産
業
課

水
産
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
優
先
順
位
（
ポ
イ
ン
ト
制
）

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
高
ポ
イ
ン
ト

者
が
優
先
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
同
ポ
イ
ン
ト
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場
産

業
課
水
産
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
５
月
15
日
〜
５
月
30

日
■
利
用
機
関
　
平
成
19
年
６
月
15
日

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

■
受
付
場
所
　
産
業
課
水
産
係

（
1
74
ー
３
０
０
５
）

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
や
人

命
・
財
産
を
保
護
す
る
防
災
無
線
な

ど
社
会
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
不
法
無
線
局
が
重

要
無
線
通
信
や
テ
レ
ビ
放
送
に
妨
害

を
与
え
る
な
ど
社
会
的
な
問
題
を
発

生
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
６
月
１

日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
電
波
利
用
保

護
句
間
」
と
定
め
、
電
波
利
用
環
境

保
護
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

詳
し
い
問
合
せ
は
、
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
ま
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

北
海
道
総
合
通
信
局：
不
法
無
線

局
、
混
信
・
妨
害
な
ど
1
０
１
１

ー
７
３
７
ー
０
０
９
９
／
受
信
障
害

1
０
１
１
ー
７
３
７
ー
０
０
３

３
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
相
談

1
０
１
１
ー
７
０
９
ー
３
９
５
６
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行
政
相
談
所
の
開
設

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
漁
港

利
用
（
係
留
）
者
の
募
集

6
月
1
日
〜
10
日
は

電
波
利
用
保
護
句
間
で
す

故小林てるみさん
■３月15日死去
■86歳■遺族は竹
一さん■入1区

故北野榮さん
■3月13日死去
■87歳■遺族は方
香さん■虻2区

故佐藤トシさん
■３月５日死去
■90歳■遺族は志
鈴馬さん■虻8区

故阿部熊二さん
■３月４日死去
■85歳■遺族はサ
イさん■青2区

故藤田たまゑさん
■３月１日死去
■83歳■遺族は保
裕さん■虻5区

故原田キミ子さん
■3月29日死去
■76歳■虻5区

故小出トキさん
■3月28日死去
■90歳■遺族は進
さん■入3区

故杉本好司さん
■3月23日死去
■65歳■遺族は敦
子さん■入1区

故白石憲治さん
■3月22日死去
■59歳■遺族は美
枝子さん■洞第4区

故和島ミツ子さん
■３月19日死去
■73歳■遺族は乾
辺征子さん■虻6区

故本間榮太郎さん
■3月17日死去
■87歳■遺族は榮
吉さん■温8区

心
か
ら

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す



■
と
　
き
　
５
月
27
日

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
東
千
歳
駐
屯
地

※
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行

■
内
　
容
　
戦
車
パ
レ
ー
ド
、
戦
車

試
乗
な
ど

■
問
合
せ
　
東
千
歳
駐
屯
地
第
７
師

団
広
報
班
（
1
０
１
２
３
ー
23

ー
５
１
３
１
〈
内
線
２
２
４
５
〉）

ネ
イ
パ
ル
洞
爺
（
洞
爺
少
年
自
然

の
家
）
で
は
、
ち
ょ
っ
と
空
い
た
時

間
に
、
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
支
援
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
然
体
験

や
生
活
体
験
を
子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
し
ま
せ
ん
か
。

■
対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
個
人
、

サ
ー
ク
ル
、
学
校
な
ど
の
団
体

■
内
　
容
　
主
催
す
る
事
業
の
ス
タ

ッ
フ
の
一
員
と
し
て
参
加
者
の
活

動
を
支
援

■
問
合
せ
　
ネ
イ
パ
ル
洞
爺
ま
で

（
1
82
ー
５
１
３
１
）

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▼
洞
爺
湖
町
社
交
ダ
ン
ス
の
会
「
ダ

ン
ス
天
国
」
は
３
万
円

▼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
５
万
円

〈
寄
付
物
品
〉

▼
青
木
謙
さ
ん
（
入
４
区
）

▼
銀
嶺
ク
ラ
ブ
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陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団

創
隊
51
周
年
記
念
行
事

ち
ょ
ボ
ラ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

故松倉龍藏さん
■３月16日死去
■80歳■遺族はハ
ナヨさん■美沢東

故村尾政太郎さん
■3月31日死去
■83歳■遺族はま
つさん■財田

山菜採りのシーズンとなりますが、毎年行方不明の事例が後

を絶ちません。

楽しいはずの山菜採りが、悲しい結果にならないよう十分注

意して行動してください。

＜行方不明にならないために＞

①ラジオなどをかけ、その音が聞こえる範囲内で採取すること。

②単独行動は避けて、複数で行動し、声の聞こえる範囲内で採

取すること。

③集合時間をこまめに設けて、頻繁に顔を合わせるようにする

こと。

＜迷った時や行方不明になった場合＞

①むやみに歩き回らないで、体力を温存すること。

②付近に、空から発見しやすいような

開けた場所があれば、その場でじっと

していること。

※山菜採りや魚釣りなどでは、弁当の

食べがらやタケノコの剥き柄などにつ

いては、必ず持ち帰ってください。

山菜採りの注意事項

生後91日以上の犬を飼っている

方は、登録と狂犬病予防注射を受

けなければなりません。

◇料　金（１頭につき）

登 録 料　3,000円

予防注射　3,040円

（つり銭のないよう、ご用意ください。）

（※注意：集合注射以外では、別途

料金がかかる場合があります。）

■犬の登録は、平成７年４月から犬

の生涯に１回でよいことになりまし

たので、平成７年4月以降に済ませ

た犬は登録の必要はありません。

■愛犬が亡くなった、住所が変わっ

た、飼い主が変わった場合は届出が

必要です。

■問合せ先

生活環境課環境整備係

174-3006（直通）まで

5月26日
会　　場 実施時間

9：00～
9：15花和農協支所前

9：30～
10：00月浦集会所前

珍小島駐車場 10：10～
10：20

10：30～
10：45

10：50～
11：10

11：10～
11：30

13：00～
13：40

13：50～
14：20

14：30～
14：50

洞爺湖文化センター前

旭ホテル前

温泉地区出張

泉公営住宅公園横

大滝たばこ店横

元トミ美容室前

5月27日
会　　場 実施時間

9：00～
9：40役場庁舎

9：50～
10：10清水集会所前

ふれ合いセンター前 10：20～10：45

10：50～
11：00

10：50～
11：10

13：00～
13：30

13：45～
14：00

14：00～

4区でんでん広場前

元虻田消防署裏

高砂広場

虻田コミュニテ
ィーセンター前

本町地区出張

◆狂犬病予防接種日程表（虻田地区分） 狂犬病予防注射と登録

(日)
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人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成19年3月30日現在）

月対比

男 …… 5,101人  （△ 81）

女 …… 5,768人  （△ 73）

計 ……10,869人  （△154）

世帯…… 5,227世帯（△ 53）

今月のワンショット

4/4 洞爺湖町教職員辞令交付式のようす4/4 洞爺湖町教職員辞令交付式のようす

東奔西走
　はやぶさが／洞爺の湖の／中島の／若葉

の上に／遊ぶ初夏

　与謝野晶子が、 昭和19年5月から6月に

かけて北海道を旅行し、 その時訪れた洞爺

湖の美しさに魅了され、 詠んだ1首です。 

　また今年も、 この歌のように、 洞爺湖

が開放的な明るさに溢れる季節が巡り、観光

シーズンの幕開けとなりました。 

　少しでも洞爺湖温泉に賑わいが、 戻って

くれればと思っていたら、 驚天動地のニュ

ースが舞い込んで着ました。 来年のサミッ

トの開催地に洞爺湖町が決定したとのこと。 

　このビッグウェーブを逃さず、 今後の観

光振興に結びつけていきたいものです。 サ

ミットについては、 来月号で紹介します。 

　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ・О）

広　　告




